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ラン栽培のあらまし(1)

近年,特に経済生活の安定化と都市生活の復雑

化にfr=って,切花や観賞地物の需要が多くなって

きたが,中でも今まで上流社会にのみ作 られてい

たランが,一般庶民の間にも侵透 して来た･如ま非

常に.L-,;ILiLしいIfiである｡ 昨年も約500株のランが

コ二として台湾か ら輸入されているが ,ゆ くゆ くは

逆に神経F'l身の輸出碓物として利川 していたもの

である.神経の,･よまれたJ'l然粂什とその花の持つ

独特oj桃j封LUJAI山,及びその'需要の血か ら,非常に

有刊だという･1mますでに多くの闇係者か ら認め ら

れている王J.;･てあ ります.そこでその概略を説明し

てて桃'l'IL'地物に舛味ある人々の知識のJ焙理に役立

てたいとJLl.います｡

1 ラ ンの 分 架 の 仕 方

ラソ科組物は単子葉組物中巌も大きなグループ

でその数は約500属15000種といわれているその上

近咋では育種技術が進歩 して盛んに属問雑種が作

りだされその柾枚はすでに 50000柾を越えるとい

ラ),I.Wlさをみせている｡分頬の仕方は勿論学術的

分机の仕方が巌も重要だが ,それは後で述べる事

に してここでは普通よく使われている便宜的な分

け方について述べてみたい｡

a 生育状態による分け方

(イ) 寄生種 Epiphyticorchid一 着生ラン,

気｣三ランともいわれ樹木や岩石などに着生するも

ので普通の土に生える植物とは違って特別な構造

を持つ気板で養分吸収を行っている｡従ってこの

種轍のラソは-ゴ掛 こ植付けるなり,あるいは素

焼鉢に植える場合でも荒 目のものを使い,水苔や

-ゴくずなどで空気の流通をよくしてや らなけれ

ばならない｡ カ トレヤ,ファレノブシス,デソ ド

pビウム,/ミソダ等がこれに属する｡

(p) 地生種 Terrestrialorchid一 普通の植

物のように土に生えるものでシプリべジウムやシ

ソビジウム,カラソ七等がこれに属する｡尚前二

者は他生稜であっても,空気の流通は生育に欠か

せぬ大切な条件でコンポス ト(ラソの植込み材料)

には川砂 .鉢片に水苔を混ぜて使 うのがよい｡ カ
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ラン七は草花lu]様の扱いでよい｡

(,i) 腐生種 Saprophyticorchid一園芸 卜は

主要ではないがこの種類に属するものもある｡

b 茎の伸び方による分け方

(イ) 準茎性ラン Monopodialorchid茎が直

立 して株立ちとな り,分枝 しないかわずかに分枝

する｡図Aのような種類で77レノプレス,,;ソ

メ,エ リデス等が これに属する｡

(ロ) 復茎性ラン Sympodialorchid株立ち

せずに/JJ伎叉は分株する｡LgIBのような種類でカ

トレヤ ･デソ ドロビウム,シペ リペジウム,シソ

ビジウム等が これに属する｡
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C 生育温度による分け方

(イ) Ir:..;tlt.Ii妄性ラン-夏季矧 ElH21ト 27oC夜間

21-24oC,冬季･'Lill't.120-25oC 夜h"'=u5-18oC,

フ･,･レノブシス,/､ソク,エ リテス,デソドロビ

ウムの ･部等｡

(U) 申i..止室性ランー冬季夜rLLHl.'i-15oC 長引詞

18･-2loC カ トレヤ,エビテソ トラム,レリアの

一一部等｡

(̂) 班(.EnL室性 ラソ-冬季夜目'lH10oC内外 ,壁

f''lH18oCくらいで 申tl'uL宝よりもや ゝ低い混度をLだ_

部,オンシシウムの一部等｡

(i) 冷室牲 ラン- 冬季夜F川 5-7oC 昼r岩1

18oCく･らいて 夏季はてきるだけ冷涼な環境を好

むもU)の.マステ,;リア,ミル トニア等o

ll.A(I,ランは同位1,lii,あるいは同属,のものてもl'j

/卜.地の抱LJl]が広域にわたっているので ,従って滋

通弧JLJiEを ･線て 両するIJHよHl.火ない｡その 日dJL'r,1

雑椎が多くなってくると E･.記の'JIけノブも絶対的で

なくなって くる｡

D 東洋ランと洋ラン

火汀ランとはシンビジウムは 小o)･仰 の総称で

約 ･T･iI.･前の末の時代か ら友JJtS及ひ日本て上[;-点さ

れてきたのでその呼名がついている｡洋ランとい

う名称はその名前か らしてLJLi洋のラソのように,LLし

いか らであるが ,これ らはすべて熱席,iJk熱席性

のWi物である｡181lL一紀頃にIJ/l峠火洋諸国と交独の

多かったイギ リス,フランスがラソ狛 '[睦lに持ち

帰 り,此1.t̀1-法o')改善やl'.Tl柾の改良を行って今 日の

隆I,iYi.の).i;髄をつ くり,その後にその中心はアノ1)

カに移ったが ,わかL副二は明治か ら大正時代にか

けて入ってきたのて酉洋か ら入ってきたラソとい

う･J,;でfYIランと呼ばれている訳である｡-･般に東

fYiランと呼ばれているものは花の形や葉が71IJ:･楚で

あ り香 り等も観賞の要素になるがそれに対 して洋

ランは花が大きく色彩が瓜烈なのが特徴である｡

(上里健次)
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